
<<これまでの取組み>> 
 国土交通省では、これまで区市町村が策定した基本構想と整合を図りながら、多く 
の方が利用する駅、生活関連施設（官公庁施設、福祉施設等）を結ぶ国道のバリアフ 
リー化（延長：約 127 ㎞）を進めてきたところです。 
 

<<重点区間の設定>> 
 引き続き、これまでの取組みを推進するとともに、東京都の道路バリアフリー化推
進計画と一体的かつ、重点的にバリアフリー化に取り組むため、「新たに競技会場や
観光施設周辺の国道を「重点区間」として設定しました。 
 

<<整備目標の設定>> 
 今後は、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催までに重点区間に
おけるバリアフリー化の整備を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<<地域と連携して、連続的・面的な整備>> 
 また、安全かつ円滑な移動を実現させるためには、連続的・面的なバリアフリー化 
の整備が重要であることから、国土交通省、東京都及び関係区市町村等から構成する 
「（仮称）東京都内の道路におけるバリアフリー化推進連絡会議」を設立し、関係機 
関の情報の共有を図り、技術的な支援を行います。 
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問い合わせ先 

 東京都内の国道において、2020年東京オリンピック・パラリンピッ 

ク競技大会開催までに、競技会場や観光施設周辺など、重点的にバリ 

アフリー化に取り組む「重点区間」を設定しました。 

 ～地域と連携して、連続的・面的なバリアフリー化約25kmを推進～ 
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◆生活関連経路 
 多数の高齢者や障害者等が利用する駅、生活関連施設（官公庁施設、福祉 
 施設等）を結ぶ道路で、区市町村が策定した基本構想に位置付けられた道 
 路（約 5 ㎞･････整備済） 

○ 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控え、さらに多く 

 の人々が東京に訪れることが予想されることから、引き続き、区市町村が策定し 

 た基本構想と整合を図りながら、国道のバリアフリー化を推進します。 

 

○ 引き続き、これまでの取組を推進するとともに、東京都内の国道において、新 

 たに競技会場や観光施設周辺の国道を重点区間としてバリアフリー化を推進し、 

 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催までの整備を目指します。 

 

○ 整備方針 

これまでの取り組み 

2020年東京大会までの取組 

◆生活関連経路及び特定道路のバリアフリー化を完了 
 （約  5 ㎞） 
◆競技会場及び観光施設周辺の国道のバリアフリー化を完了 
 （約 20 ㎞） 

今後の整備方針 

◆特定道路 
 生活関連経路のうち、優先的にバリアフリー化すべき路線として国土交通 
 大臣が指定した道路（約 18 ㎞････整備済） 

◆電線共同溝整備道路 
 電線共同溝を整備すべき道路として指定された道路（電線類の地中化と一 
 体整備）（約 104 ㎞････整備済） 

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を 
契機とした道路のバリアフリー化の取組み① 

<<重点区間と整備目標の設定>> 

【重点区間と整備目標】 



○ 国土交通省では、これまで区市町村が策定した基本構想と整合を図りながら、 

 多くの方が利用する駅、生活関連施設（官公庁施設、福祉施設等）を結ぶ国道の 

 バリアフリー化（延長：約 127 ㎞）を進めてきたところです。 

○ 連続的・面的なバリアフリー化が重要であり、国土交通省、東京都、関係区市 

 町村等のさらなる連携を目指し、「（仮称）東京都内の道路におけるバリアフリ 

 ー化推進連絡会議」を設立します。関係機関の情報の共有を図り、技術的な支援

を行います。技術的な支援 

 

 

○ メンバー構成※ 

   ・国土交通省（東京国道事務所、相武国道事務所） 

   ・東京都 

   ・区市町村 等               ※今後、調整予定 

 

 
 
 

(仮称)東京都内の道路におけるバリアフリー化推進連絡会議 

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を 
契機とした道路のバリアフリー化の取組み② 
<<地域と連携して、連続的・面的な整備>> 

その他整備予定区間（2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会以降） 

 ※ただし、沿道や地形状況等に応じて2020年までに実施する場合もある。 

優先整備路線（東京都又は区市町村の計画） 

重点区間（2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会まで） 

■連続的・面的な整備（イメージ） 



○ 主な取組み内容 

 ① 歩車道段差の改善（標準：2㎝） 

 ② 勾配の改善・平坦性の確保（縦断勾配：5％以下、横断勾配：2％以下） 

 ③ 視覚障害者誘導用ブロックの設置（特に巻込部）  等 

 

※ 沿道や地形の状況その他特別な事情により、やむを得ない場合は、実施可能 

 な対策を、地域の実情に合わせて講じる。 

■バリアフリー化の取組事例（東京都新宿区西新宿三丁目） 

             バリアフリー化の整備内容       【参考】 

整備前 

整備後 



直轄国道のバリアフリー化路線図 

  16 

  16 

観光施設周辺 

競技会場 

凡例 

注）今後、現地調査等により、整備区間等が変更となる場合がある。 

：バリアフリー化が概ね完了（Ｈ28.3 末時点） 

：生活関連及び重点区間（2020年東京大会まで） 

：その他の整備予定区間（2020年東京大会以降） 
  ※ただし、沿道や地形状況等に応じて2020年までに実施する場合もある。 

直轄国道の整備方針 
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